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暑中お見舞い申し上げます
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虹
技
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展
で

マ
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展
示
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Ｐ
Ｒ

新社長登場
New President
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―
6
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業
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空
調
機
器
の
需
要

伸
び
、増
収
増
益

中
部
地
区
磨
棒
鋼
メ
ー
カ
ー
大
手
の
小
木
曽
工
業
（
本
社
＝
名
古
屋
市
、
小

木
曽
正
規
社
長
）
は
、
転
造
ボ
ー
ル
ね
じ
の
、
需
要
増
で
の
ピ
ー
ク
対
応
能
力

を
高
め
る
。
三
重
工
場
（
津
市
河
芸
町
）
で
転
造
機
を
増
設
し
、
今
夏
に
は
一

段
の
自
動
化
を
図
る
た
め
高
周
波
焼
き
入
れ
機
の
能
増
更
新
も
実
施
す
る
。

同
社
は
幅
広
い
産
業
機

械
に
使
用
さ
れ
る
転
造
ボ

ー
ル
ね
じ
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
で
、
産
業
機
械
向
け

需
要
の
落
ち
込
み
で
や
や

低
位
で
推
移
し
て
い
た
生

産
量
は
足
元
、
4
月
比
1

・
3
倍
超
ま
で
回
復
し
て

お
り
、
今
後
も
自
動
化
、

省
エ
ネ
化
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
電
動
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
ー
用
転
造
ボ
ー

ル
ね
じ
や
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
半
導
体
関
連
需
要

の
増
加
に
伴
う
ニ
ー
ズ
の

拡
大
を
視
野
に
、
現
行
の

2
倍
レ
ベ
ル
の
生
産
に
対

応
す
る
た
め
体
制
の
高
度

化
加
速
を
決
め
た
。

半
導
体
関
連
向
け
な
ど

細
径
の
転
造
ボ
ー
ル
ね
じ

の
生
産
を
主
体
と
す
る
三

重
工
場
に
お
い
て
、
老
朽

化
し
た
高
周
波
焼
入
れ
機

を
、
旧
盆
明
け
の
稼
働
開

始
を
目
標
に
、
焼
き
入
れ

条
件
指
示
の
自
動
化
が
で

き
る
新
鋭
機
に
リ
プ
レ
ー

ス
す
る
。

同
時
に
、
三
重
工
場
、

津
工
場（
津
市
あ
の
つ
台
）

を
モ
デ
ル
工
場
と
し
た
、

Ｄ
Ｘ
の
活
用
と
し
て
稼
働

状
況
の
監
視
や
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
の
管
理
、
品
質

デ
ー
タ
の
収
集
を
他
工
場

に
も
展
開
す
る
こ
と
で
、

工
数
に
頼
ら
な
い
増
産
対

応
を
可
能
と
す
る
体
制
を

強
化
す
る
。
こ
れ
は
特
定

工
場
の
負
担
を
分
散
し
、

各
工
場
の
稼
働
率
を
平
準

化
す
る
こ
と
で
、
全
社
で

の
生
産
能
力
向
上
効
果
も

見
込
む
。

ま
た
営
業
面
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

の
自
動
車
産
業
な
ど
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱

や
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
人

手
不
足
に
よ
る
供
給
不
安

を
背
景
に
、
転
造
ボ
ー
ル

ね
じ
を
使
用
す
る
メ
ー
カ

ー
に
お
い
て
も
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
安
定
化
を
目
的

と
す
る
2
社
購
買
の
潮
流

が
生
じ
て
お
り
、
ユ
ー
ザ

ー
の
そ
う
し
た
調
達
先
拡

大
に
伴
う
新
規
案
件
も
積

極
的
に
獲
得
し
て
い
く
方

針
で
、小
木
曽
社
長
は「
当

社
の
マ
ン
パ
ワ
ー
も
限
定

的
で
、
急
な
増
産
対
応
は

難
し
い
。
鋼
材
発
注
な
ど

も
需
要
に
先
回
り
し
、
Ｄ

Ｘ
の
活
用
、
技
術
力
で
需

要
増
の
波
を
つ
か
む
余
力

を
創
出
し
て
い
く
」
と
話

し
て
い
る
。

―
―
イ
ン
ド
鉄
鋼
市
場

の
成
長
ぶ
り
を
ど
う
見
て

い
る
か
。

「
一
時
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
経
済
活
動

が
停
滞
し
、
粗
鋼
生
産
も

減
少
し
て
い
た
が
、
収
束

後
は
こ
の
1
―
2
年
で
急

速
に
発
展
を
遂
げ
た
印
象

だ
。
公
共
事
業
、
民
間
投

資
と
も
に
活
発
で
内
需
は

順
調
に
拡
大
し
て
お
り
、

2
0
2
3
年
の
鋼
材
見
掛

け
消
費
は
1
億
3
5
0
0

万
㌧
か
ら
24
年
は
7
・
0

％
増
の
1
億
4
4
0
0
万

㌧
に
増
加
す
る
見
通
し
。

す
で
に
日
本
を
上
回
っ
て

い
る
イ
ン
ド
国
内
の
自
動

車
販
売
は
前
年
比
22
万
台

増
の
5
3
0
万
台
に
増
え

る
と
見
込
ま
れ
る
」

―
―
イ
ン
ド
国
内
は
4

月
か
ら
6
月
に
か
け
て
総

選
挙
が
行
わ
れ
、
直
近
は

公
共
事
業
を
中
心
に
工
事

が
停
滞
し
て
い
た
が
、
今

後
の
見
通
し
は
。

「
モ
デ
ィ
政
権
が
3
期

目
に
入
り
、
公
約
に
掲
げ

て
い
る
積
極
的
な
イ
ン
フ

ラ
投
資
が
期
待
で
き
る
。

年
間
5
0
0
0
㌔
㍍
以
上

の
鉄
道
敷
設
や
1
3
0
0

カ
所
以
上
の
駅
舎
改
修
な

ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
鋼

材
の
需
要
も
引
き
続
き
伸

び
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。
イ
ン
ド
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商

事
が
本
店
を
置
く
ム
ン
バ

イ
で
も
メ
ト
ロ
や
高
速
鉄

道
の
工
事
が
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
さ
れ
た
。
工
事
は
急

ピ
ッ
チ
で
進
み
、
街
の
景

色
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
る
。
製
造
業
で
は
売
上

高
の
増
加
に
応
じ
て
補
助

金
を
支
給
す
る
『
生
産
連

動
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制

度
（
Ｐ
Ｌ
Ｉ
）』を
実
施
し

て
お
り
、『
メ
ー
ク
イ
ン
イ

ン
デ
ィ
ア
』
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、
製
造
業
の
集
積

を
強
力
に
推
し
進
め
て
い

る
。
日
系
企
業
の
進
出
も

さ
ら
に
増
え
る
と
み
ら
れ

る
」―

―
鉄
鋼
市
場
も
底
入

れ
ム
ー
ド
が
出
て
き
た
。

「
過
去
の
統
計
を
分
析

す
る
と
、
例
年
6
―
9
月

は
雨
期
で
建
設
工
事
が
遅

れ
、
鋼
材
需
要
も
低
下
す

る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
昨

年
は
雨
期
も
落
ち
な
か
っ

た
。
今
年
も
停
滞
せ
ず
、

む
し
ろ
選
挙
が
終
わ
っ
て

反
動
増
で
上
向
く
こ
と
も

期
待
し
て
い
る
」

―
―
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
。

「
イ
ン
ド
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

で
は
マ
ル
チ
ス
ズ
キ
向
け

の
自
動
車
鋼
材
取
引
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
材
と
Ｊ
Ｓ

Ｗ
ス
チ
ー
ル
材
を
中
心
と

し
た
鋼
材
の
輸
出
入
を
展

開
す
る
。
原
材
料
・
資
機

材
部
門
も
配
置
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
イ
ン
ド
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
へ
の
鉄
鋼
副

原
料
や
圧
延
ロ
ー
ル
、
ベ

ア
リ
ン
グ
の
販
売
、
鉄
鉱

石
や
ペ
レ
ッ
ト
の
輸
出
な

ど
を
行
う
。
関
連
会
社
で

は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
1
0
0
％

出
資
の
『
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
ス

チ
ー
ル
イ
ン
デ
ィ
ア
』
が

電
磁
鋼
板
加
工
、
メ
タ
ル

ワ
ン
や
ス
ズ
キ
な
ど
と
共

同
出
資
す
る
『
マ
ネ
サ
ー

ル
・
ス
チ
ー
ル
・
プ
ロ
セ

ッ
シ
ン
グ
』
が
自
動
車
用

鋼
板
加
工
を
手
掛
け
る
」

―
―
各
事
業
の
見
通
し

は
。「

自
動
車
生
産
は
右
肩

上
が
り
で
伸
び
て
い
く
の

が
確
実
で
、
マ
ル
チ
ス
ズ

キ
も
生
産
能
力
増
強
を
決

め
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
も

自
動
車
鋼
材
の
加
工
能
力

を
含
め
、
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ト
レ
ー
ド

に
関
し
て
も
能
力
増
強
を

進
め
る
イ
ン
ド
ミ
ル
は
内

需
の
捕
捉
に
加
え
、
輸
出

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

の
思
い
を
持
っ
て
お
り
、

主
要
取
引
先
の
Ｊ
Ｓ
Ｗ
ス

チ
ー
ル
な
ど
か
ら
は
『
販

路
を
開
拓
し
て
ほ
し
い
』

と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン

ド
の
粗
鋼
生
産
能
力
は
2

0
3
0
年
に
2
億
5
0
0

0
―
6
0
0
0
万
㌧
に
到

達
す
る
と
み
ら
れ
、
現
在

の
日
本
の
粗
鋼
生
産
の
3

倍
の
規
模
に
拡
大
す
る
。

鉄
鋼
部
門
だ
け
で
な
く
、

原
材
料
・
資
機
材
部
門
に

と
っ
て
も
商
機
が
広
が
る

こ
と
に
な
る
。
新
た
に
出

資
し
た
ア
ル
フ
ィ
ン
の
ア

ル
ミ
脱
酸
剤
の
販
売
も
強

化
し
て
い
く
」

―
―
ア
ル
フ
ィ
ン
に
出

資
し
た
経
緯
を
。

「
18
年
か
ら
ア
ジ
ア
ミ

ル
向
け
の
フ
ェ
ロ
チ
タ
ン

取
引
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま

り
、
ア
ル
フ
ィ
ン
が
設
備

増
強
を
計
画
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
出
資
の
打
診
が
あ

っ
た
。
元
々
は
ア
ル
フ
ィ

ン
単
独
で
能
力
増
強
を
進

め
る
予
定
だ
っ
た
が
、
イ

ン
ド
の
需
要
の
伸
び
が
想

定
以
上
で
、
単
独
で
は
追

い
つ
か
な
い
た
め
、
シ
ェ

ア
を
維
持
す
る
た
め
に
も

パ
ー
ト
ナ
ー
が
必
要
と
判

断
し
た
。
ア
ル
フ
ィ
ン
の

戦
略
に
わ
れ
わ
れ
も
共
感

し
、
伸
び
ゆ
く
需
要
を
共

に
捉
え
て
い
き
た
い
と
の

思
い
で
出
資
を
決
め
た
。

脱
酸
剤
の
生
産
能
力
を
現

在
の
3
倍
ま
で
引
き
上
げ

る
計
画
だ
」

―
―
ア
ル
ミ
脱
酸
剤
以

外
の
製
品
も
生
産
し
て
い

る
。「

売
り
上
げ
の
5
割
が

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
向
け
の
ア

ル
ミ
脱
酸
剤
だ
が
、
ア
ル

ミ
の
電
線
や
二
次
合
金
も

手
掛
け
る
。
原
料
は
海
外

か
ら
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ

を
調
達
し
て
お
り
、
欧
州

や
中
東
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
業

者
か
ら
直
接
仕
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
ア
ル
フ

ィ
ン
の
強
み
だ
」

―
―
今
後
の
方
針
は
。

「
自
動
車
、自
動
車
以
外

の
鋼
材
、
原
材
料
、
資
機

材
と
複
数
の
部
門
に
ま
た

が
る
組
織
の
特
徴
を
生
か

し
、
情
報
共
有
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
で
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ほ

ど
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る

国
は
世
界
で
も
類
を
見
な

い
。
課
題
は
イ
ン
ド
国
内

で
の
地
産
地
消
型
ビ
ジ
ネ

ス
の
構
築
で
、
イ
ン
フ
ラ

投
資
や
メ
ー
ク
イ
ン
イ
ン

デ
ィ
ア
で
内
需
が
拡
大
し

て
い
く
中
、
ロ
ー
カ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
ど
う
入
っ
て
い

く
か
が
成
長
の
鍵
と
な

る
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
を
強
化

し
て
イ
ン
ド
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
」【

ム
ン
バ
イ
＝
音
成
泰

文
】

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
は
成
長
市
場
の
イ
ン
ド
で
自
動
車
鋼
材
や
電
磁
鋼
板
と
い
っ
た

高
級
鋼
の
加
工
・
販
売
か
ら
熱
延
コ
イ
ル
や
厚
板
な
ど
の
輸
出
入
、
地
場
ミ
ル

や
電
力
会
社
と
の
原
料
取
引
、
資
機
材
納
入
ま
で
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
今
年
4
月
に
は
イ
ン
ド
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
を
通
じ
て
同
国
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製

品
・
合
金
鉄
の
製
造
販
売
を
行
う
ア
ル
フ
ィ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
に
出
資
し
、
商

材
を
拡
充
し
た
。
イ
ン
ド
鉄
鋼
市
場
の
展
望
や
同
国
で
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
グ
ル
ー

プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、イ
ン
ド
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
の
吉
田
博
嗣
社
長
に
聞
い
た
。

虹
技
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
中
の
「
下
水

道
展
24
東
京
」
に
ア
ル
ミ

製
マ
ン
ホ
ー
ル
を
展
示
し

て
い
る
。
今
年
1
月
に
同

社
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た

小
口
合
金
鋳
造
所
が
持
つ

ア
ル
ミ
鋳
物
の
技
術
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
。
開
催
は
8

月
2
日
ま
で
。

同
社
ブ
ー
ス
で
は
「
ア

ル
ミ
鋳
物
は
じ
め
ま
し

た
」
の
パ
ネ
ル
の
下
、
小

口
合
金
鋳
造
所
が
当
展
示

会
に
向
け
て
製
作
し
姫
路

城
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ア
ル

ミ
製
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ほ

か
、
異
素
材
の
マ
ン
ホ
ー

ル
を
並
列
展
示
す
る
こ
と

で
ア
ル
ミ
製
の
精
密
で
繊

細
な
職
人
技
や

素
材
ご
と
の
鋳

肌
や
重
量
な
ど

の
特
性
を
紹
介

す
る
。

虹
技
が
本
社

を
置
く
兵
庫
県

姫
路
市
で
活
躍

す
る
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー

ナ
姫
路
」
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
マ
ン
ホ
ー
ル
も
展
示

し
、
来
場
者
に
同
市
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

初
の
大
阪
勤
務
、
初
の
国

内
事
業
会
社
社
長
就
任
。「
責

務
を
最
大
限
に
果
た
す
た

め
、
自
分
の
持
ち
得
る
全
て

を
注
い
で
い
き
た
い
。
必
要

と
さ
れ
る
な
ら
5
年
で
も
10

年
で
も
、
こ
の
会
社
で
働
き

た
い
覚
悟
を
個
人
的
に
持
っ

て
い
る
。オ
ー
ナ
ー
系
な
ど
、

長
く
経
営
さ
れ
て
い
る
方
と

対
等
に
話
せ
る
存
在
に
な

り
、
ブ
リ
キ
業
界
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
る
。

学
生
時
代
、
商
社
に
憧
れ

い
く
つ
か
入
社
試
験
を
受
け

た
う
ち
の
1
社
が
川
鉄
商
事

（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
）だ
っ
た
。

入
社
後
は
主
に
本
社
で
薄
板

の
店
売
り
を
約
10
年
、
電
機

鋼
材
の
ひ
も
付
き
や
貿
易
関

係
を
約
13
年
担
当
し
た
。

特
に
思
い
出
深
い
の
は
電

機
鋼
材
の
業
務
。
電
磁
鋼
板

や
薄
板
、
ス
テ
ン
レ
ス
を
電

機
メ
ー
カ
ー
向
け
に
販
売
し

た
。
中
に
は
10
年
以
上
の
お

付
き
合
い
も
。

尊
敬
す
る
先
輩

や
上
司
を
手
本

に
、「
常
に
お
客

さ
ま
の
懐
具
合

や
置
か
れ
た
立

場
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
流
れ
、
ミ

ル
の
採
算
状
況

な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
、
良
い
提
案
が
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
い

ろ
い
ろ
な
方
と
支
え
合
っ
て

業
務
が
成
り
立
っ
て
い
る
と

実
感
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
ブ
リ
キ
セ
ン

タ
ー
は
ひ
も
付
き
が
約
75
％

を
占
め
、
レ
ベ
ラ
ー
3
基
と

塗
装
ラ
イ
ン
な
ど
を
保
有
。

結
露
防
止
策
や
大
コ
イ
ル
対

応
の
ア
ン
コ
イ
ラ
ー
な
ど
品

質
や
ク
リ
ー
ン
さ
、
効
率
を

強
み
に
持
つ
。「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル

ー
プ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
強
み
で
あ
る
が
、

当
社
社
員
一
人
一
人
に
は

〝
自
分
の
会
社
〞
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
強
く
持
ち
、
遠

慮
す
る
こ
と
な
く
意
見
を
言

っ
て
も
ら
い
た
い
。
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
意
見
は
取
り
入
れ

つ
つ
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
関

し
て
は
幹
部
や
社
員
の
声
を

し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
け
れ
ば
」。（芦

田

彩
）

▽
田
中
和
哉
（
た
な
か
・

か
ず
や
）
氏
＝
1
9
9
6
年

立
教
大
経
済
卒
、
川
鉄
商
事

入
社
。
2
0
1
6
年
電
機
鋼

材
室
長
（
東
京
）、19
年
広
報

室
長
、
22
年
第
一
薄
板
室
長

（
東
京
）、24
年
4
月
現
職
。

大
学
で
は
ロ
ー
ラ
ー
ホ
ッ
ケ

ー
部
に
所
属
し
、
全
日
本
大

学
選
手
権
で
3
位
に
な
っ
た

こ
と
も
。好
き
な
言
葉
は「
一

意
専
心
」。趣
味
は
ゴ
ル
フ

で
、
大
阪
な
ら
で
は
の
ゴ
ル

フ
場
に
行
っ
て
み
る
の
が
最

近
の
目
標
。
阪
神
も
巨
人
も

好
き
で
甲
子
園
球
場
も
足
を

運
び
た
い
と
か
。
家
族
は
妻

と
小
4
の
長
女
で
単
身
赴

任
。
72
年
6
月
21
日
生
ま

れ
、
神
奈
川
県
出
身
。

合
同
製
鉄
グ
ル
ー
プ
の

電
炉
メ
ー
カ
ー
、
三
星
金

属
工
業
（
本
社
＝
新
潟
県

燕
市
、
田
口
聡
二
社
長
）

は
29
日
、
新
潟
市
中
央
区

の
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
で

星
友
会
・
六
星
会
合
同
納

涼
会
を
開
催
。
鋼
材
流
通

や
商
社
な
ど
取
引
先
関
係

者
約
70
人
が
出
席
し
親
睦

を
深
め
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
て
田
口
社
長
が
あ
い
さ

つ
。「
足
元
の
需
要
は
パ
ッ

と
せ
ず
、
各
社
が
波
に
乗

れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

厳
し
い
環
境
も
皆
さ
ま
と

共
に
乗
り
越
え
て
き
た
。

『
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も

で
き
る
』
と
い
う
前
向
き

な
気
持
ち
と
高
い
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
な
が
ら

猛
暑
の
夏
を
乗
り
切
ろ

う
」
と
話
し
た
。

乾
杯
の
発
声
を
務
め
た

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鉄
鋼
建
材
新

潟
支
店
の
吉
田
幸
司
支
店

長
は
新
潟
県
が
日
本
一
を

誇
る
も
の
を
10
項
目
紹
介

し
、「
新
潟
の
潜
在
能
力
は

高
い
。『
佐
渡
島
の
金
山
』

も
よ
う
や
く
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ

で
新
潟
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

て
、盛
り
上
げ
て
い
こ
う
。

そ
れ
が
回
り
ま
わ
っ
て
鉄

鋼
業
の
盛
り
上
が
り
に
つ

な
が
る
」
と
述
べ
、
杯
を

上
げ
た
。

中
締
め
の
あ
い
さ
つ
で

登
壇
し
た
栗
山
庄
之
助
商

店
の
栗
山
正
男
社
長
は
、

「
長
く
業
界
に
い
る
が
、こ

こ
数
年
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
水
準
と
な
っ
て

い
る
。
需
要
は
振
る
わ
な

い
が
、メ
ー
カ
ー
、そ
し
て

わ
れ
わ
れ
流
通
も
価
格
転

嫁
は
不
可
欠
だ
」
と
し
た

上
で
、参
加
者
全
員
で「
音

を
上
げ
ず
に
値
を
上
げ
よ

う
」と
掛
け
声
を
上
げ
、盛

会
の
う
ち
に
散
会
し
た
。

岡
谷
鋼
機
は
26
日
、
愛

知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
、
12
回
目
と

な
る
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
2

0
2
4
―
感
謝
の
夕
べ

―
」
を
開
催
し
た
。
チ
ケ

ッ
ト
売
上
金
と
同
社
か
ら

の
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
、

鑑
賞
に
訪
れ
た
聴
衆
か
ら

の
募
金
、
計
3
8
0
万
円

余
り
を
社
会
福
祉
法
人
愛

知
県
共
同
募
金
会
に
寄
付

す
る
。

同
社
で
は
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
13
年

か
ら
毎
年
同
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
て
い
る
。
今
回

は
、
東
京
音
楽
大
学
作
曲

指
揮
専
攻
（
指
揮
）
特
任

講
師
の
松
井
慶
太
氏
（
指

揮
）、名
古
屋
大
学
医
学
部

卒
で
愛
知
県
半
田
市
在
住

の
沢
田
蒼
梧
氏
（
ピ
ア

ノ
）、名
古
屋
市
の
小
学
5

年
生
の
片
本
淳
之
介
君

（
バ
イ
オ
リ
ン
）
と
、
名

古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
の
演
奏
を
実
施

し
た
。

橋
本
総
業
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

増
収
増
益
。
売

上
高
8
・
1
％
増
、
営
業

利
益
10
・
4
％
増
、
経
常

利
益
8
・
3
％
増
。
主
力

の
管
材
類
は
非
住
宅
向
け

の
金
属
管
材
類
、
水
処
理

施
設
向
け
の
バ
ル
ブ
類
の

需
要
が
減
少
し
た
が
、
空

調
機
器
類
の
需
要
の
増
加

に
伴
い
、
空
調
配
管
部
材

の
需
要
が
伸
び
樹
脂
管
材

類
の
需
要
増
に
対
応
し
在

庫
商
品
の
拡
充
、
物
流
機

能
強
化
を
図
っ
た
こ
と
が

寄
与
し
た
。
純
利
益
は
7

・
5
％
減
。
特
別
損
益
と

し
て
投
資
有
価
証
券
売
却

益
を
特
別
利
益
に
、
固
定

資
産
除
却
損
を
特
別
損
失

に
計
上
し
た
。

日
鉄
鋼
管

（
7
月
31
日
付
）

▽
願
い
に
よ
り
退
職
（
名
古

屋
製
造
所
名
古
屋
工
場
生
産
管

理
室
主
幹
九
州
製
造
所
九
州
工

場
生
産
管
理
室
主
幹
兼
務
）
加

藤
優（

8
月
1
日
付
）

▽
名
古
屋
製
造
所
主
幹
（
安

全
環
境
防
災
部
主
幹
）
古
川
知

美
▽
名
古
屋
製
造
所
名
古
屋
工

場
主
幹（
名
古
屋
製
造
所
主
幹
）

岩
井
寛
明

▽
休
職
（
尼
崎
製
造
所
尼
崎

工
場
主
幹
）
生
田
目
亨

（
8
月
15
日
付
）

▽
社
員
に
採
用
、
総
務
人
事

部
人
財
開
発
室
上
席
主
幹
仮
配

属
＝
坂
本
竜
児

日刊産業新聞24.7.31

ブ
リ
キ
業
界
盛
り
上
げ
る

田中和哉氏田中和哉氏
JFE商事ブリキセンター

展
示
中
の
ア
ル
ミ
製
マ
ン
ホ
ー
ル

あ
い
さ
つ
す
る
田
口
社
長

日
刊
産
業
新
聞
24
・
7
・
31

アルフィン生産能力3倍へ引き上げ

ＪＦＥ商事の事業戦略を聞くＪＦＥ商事の事業戦略を聞く

吉田博嗣社長
インドＪＦＥ商事

部
門
連
携
で
新
事
業
創
出

部
門
連
携
で
新
事
業
創
出

インド鉄鋼市場の展望

片
本
淳
之
介
君
（
バ
イ

オ
リ
ン
）
㊧
、
松
井
慶

太
氏
（
指
揮
）


